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Abstract

The nature of failure that teachers are aware of could be considered as educational content

that students should learn. This study surveyed teachers’recall of actual failure cases in ele-

mentary school physical education classes and examined the means to solve them, targeting

the events of high jump and hurdles in track & field and those of soccer and basketball in

ball games. As a result, it was recognized that the high jump is an event in which failure is

caused by the interrelations between“run up”，“takeoff”，and“bar clearance movement”，

and in hurdling students are prone to failure due to related issues with the“trailing leg”，

“leading leg”，and“running between hurdles”．Failure related to“being crowded together”

and“cooperation”was observed for group skills in soccer and basketball. Failure in individ-

ual soccer skills occurred mostly during“ball touch”and“kick movements”．For individual

basketball skills, failure occurred most frequently in“dribbling”，followed by“shooting”，

then“passing”．The educational content important for each sports activity and the areas to

focus on for solutions were determined from the detailed contents and characteristics of each

activity’s episodes of failure.

キーワード　つまずき，教育内容，陸上運動，ボール運動

Ⅰ．はじめに

よい体育授業を行うために必要な教師の力量

は，実践や経験にもとづいて様々に言われてい

る。しかし，教師の力量形成を追求していくな

らば，備えるべき力量とはどのようなもので，

ひとつひとつの要素はどのような関連にあるの

かということが把握されなければ，羅列主義に

陥るか，実践性の伴わない精神主義に終わって

しまうことが危惧される（吉本，1994）。

そこで，著者らは，教師の力量を論じている
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論文を概観し，授業を行うことが普遍的な事象

である「教師の力量」を「授業の力量」と押さ

え，授業の基底的な力量は『教育素材注1）を見

抜く力』と『子どもを見抜く力』を関連させ，

最適な方法を選択・構築していくことと図１に

示すように仮説的に構造化した（野津・後藤，

2009）。

さらに，よい体育授業注2）を行うことができ

る教師は，『教育素材を見抜く力』と『子ども

を見抜く力』をどのように押さえ，子どもの反

応をどのように予測しているのかを授業計画の

部分から質的・記述分析によって明らかにし，

これらの力量の構造化を試みた（野津・後藤，

2011）。

その結果，『教育素材を見抜く力』は，図２

に示すように，運動素材から何を教えることが

できるのかを広く捉える力（素材価値を捉える

力），その教えることができるとして見出した

内容から子どもに教え身に付けさせなくてはな

らない教育内容は何かを捉える力（教育内容を

捉える力），素材で教えることができる内容及

び教育内容における個々の内容を関連づけて捉

えることができる力（構造的に捉える力）の３

つの力をベクトル成分とする総合された力とし

て構造化された。

これらの作業過程において，よい体育授業を

行うことができる教師は，授業計画の際，『教

育素材を見抜く力』と『子どもを見抜く力』を

関連させながら，児童のつまずきを予測し，そ

のつまずきの起こる理由を，認識的注3），状況把

握的，心情的の複数の推論によって導きだし，

適切な対処法を準備していると推察された（野

津・後藤，2011）。つまずきは，技能の向上過

程で，様々に生起するものと考えられる。本研

究では，児童のつまずきとして次の３つを想定

している。①各種運動の運動経験が乏しいため

に，運動想像力が発揮できず，運動表象の形成

が困難な状況のこと（三木，1990）。②技能の

習熟過程でみられる一時的停滞現象で，適切な

指導がなされれば，修正が可能となる状況のこ

と（調枝，1980）。③運動に向かう際に，何ら

かの原因で恐怖を感じ，そのために，目的とす

る運動に取り組めない状況のこと（梅野・厚東，

2007）。なお，これらのつまずきに対する指導

には，ふたつの考え方がある。ひとつは，つま

ずきを意図的に生起させ，それを解決させるこ

とで学習効果を高めようとするものである。も

うひとつは，つまずきが生起しないように上手

にさせるものである。一般に，前者の考え方は

基礎的な技能の習得後，さらにレベルアップを

図１「よい体育授業」のできる教師の力量（実践

力）の構造　※１は図２を参照

図２『教育素材を見抜く力』の構造
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目指す段階に適用される。さらなる飛躍のため

につまずきを試行錯誤しながら乗り越えさせて

いこうとするものである。一方，後者は特に学

習の導入段階の基礎的な技能の習得期において

つまずきは絶対に生起させてはならないとする

ものである。なぜなら，この段階のつまずきは，

児童に肉体的にも心理的にも苦痛を感じさせ，

子どもの学習意欲を減退させ，技能の習得が困

難になるからである。すなわち，教師が想起し

た児童のつまずきは，その内容について，未然

に防いだり，児童に教え身に付けさせたりしな

くてはいけないと考えていると捉えられ，教育

内容の捉え方の実情を表していると考えられ

る。教師は，運動の本質となる動きを把握し，

多様なつまずきの中から最も根本となるつまず

きを見つけ出すとともに，そのつまずきの要因

を的確に見抜く目を持つ必要性がある。

そこで，本研究では，現場の教師が，どのよ

うな状況をつまずきとして把握しているのか，

また，その際どのような手立てによって解決し

ようとしているのかを，小学校体育授業で行う

陸上運動領域の走り高跳びとハードル走，ボー

ル運動領域のサッカーとバスケットボールを対

象に，アンケート調査した。すなわち，教師の

つまずきの把握と解決の手立てから児童のつま

ずきの実態を明らかにするとともに，現場の教

師の教育内容の捉え方の実情を把握しようとし

た。

Ⅱ．方法

１．調査の対象と方法

２年以上の指導経験のある，兵庫県，愛媛県，

大阪府，京都府，香川県の小学校教員に対し，

平成18年11～12月にアンケート調査用紙を郵送

にて配布・回収した。調査を依頼した教師は

200名であったが，回収率が77％で，結果的に

調査対象者は155名（男性：109，女性：46）で

あった。本研究においては，教師が想起するつ

まずきの内容を分析することから，現場の教師

の教育内容の捉え方の実情を把握しようとする

ことが目的のため，依頼した教師の教職経験年

数や担当学年等のコンテキストについては調査

内容としなかった。

２．調査内容と整理の方法

調査種目の選定に際しては，技能差が大きく

出現する可能性の高い種目であること，他の種

目への移行・転移の可能性の高い種目であるこ

との２点を観点とした。これより，個人種目か

らは陸上運動領域の走り高跳びとハードル走

を，集団種目からはボール運動領域のサッカー

とバスケットボールを，それぞれ調査種目とし

た。

アンケート調査は，資料１のハードル走の例

に示すように，陸上運動領域では，主に動作局

面で分類し，その種目で見られるつまずきに，

「最も重大なもの（第１要因）」と「重大なもの

（第２要因）」と考えているものを選択するよう

にさせた。また，その解決方法についても自由

記述するようにさせ，つまずきの内容とあわせ

て考察するようにした。ボール運動領域につい

ても，集団技能と個人技能のつまずきの状態と

解決方法を自由記述するようにさせ，その内容

について考察した。さらに，つまずきの関連性

を明らかにするために第１要因と第２要因の関

連についても検討した。なお，分析は，小・中

学校教員３名と大学院生１名及び大学教員１名

で分析し，意見が一致したものを採用した。意

見が一致しなかったものについては５人で再確

認を行った。

資料１　調査用紙の例（ハードル走）
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Ⅲ．結果ならびに考察

１．走り高跳び

（１）つまずきの要因

図３は，走り高跳びでのつまずきの第１要因

ならびに第２要因として指摘された項目の割合

とそれらの合計を示したものである。

第１要因は，踏み切り動作で生じるつまずき

が55.2％と最も高く，これに第２要因としてあ

げた項目を加えると８割近くの教師がつまずき

として認知していることが認められた。次いで，

バークリアランス動作で生じるつまずきの

23.2％で，第２要因を加えると，５割に近い値

を示した。また，第２要因では，助走が32.6％

と最も高値を示した。

（２）第１要因と第２要因の関連性

図４は，つまずきの第１要因に対する第２要

因として取り上げられているものとの関連を示

したものである。踏み切り動作を第１要因にし

た教師があげる第２要因は，バークリアランス

と助走の２項目がそれぞれ30％以上を示した。

同様に，バークリアランスを第１要因にした教

師があげる第２要因は，踏み切りが50％強を示

し，助走が30％弱を示した。また，助走を第１

要因にした教師があげる第２要因は，踏み切り

が最も多く53.8％であった。

以上のことから，運動経過の前後の動作のつ

まずきを第２要因としてあげていることが認め

られ，つまずきは，運動の局面が相互に関連し

あって生じていることを把握していることが推

察された。

（３）教師が認知したつまずきと対処

表１は，走り高跳びで教師が認知したつまず

きの状態と対処の記述例をまとめたものであ

る。

踏み切り時におけるつまずきの内容をみてみ

ると，「合理的な手足の動きができない（27例）」

がもっとも多く記述され，この後は，「タイミ
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図３　走り高跳びのつまずき要因別の認識率

図４　走り高跳びのつまずきの第１要因と第２要

因との関連

表１走り高跳びで教師が認知したつまずきと対処例
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ングがつかめない（24例）」と「踏み切り位置

の問題（19例）」の順であった。対処は，基本

動作の確認，リズム感覚づくり，踏み切り位置

の目印等があげられていた。バークリアランス

時の内容をみてみると，「振り上げ・抜き脚の

タイミングがつかめずバーにかかる（27例）」

というものがみられた。対処では，基本動作の

確認が最も多くあげられていた。助走時の内容

をみてみると，「足が合わず，小股になりリズ

ムよく踏み切れない（14例）」でもっとも多く，

次いで「助走が直線的で正面から突っ込む（５

例）」であった。対処では，リズム感覚づくり，

弧を描くようにという指示等があげられてい

た。しかし，つまずきの状態に関わらず，対処

する手立てがほぼ同様であることが見受けられ

る。このことから，つまずきの状態の把握に基

づき，その誘因を追求し，適切な対処の手立て

を施すことができる能力を高めていくことの必

要性が示唆された。

（４）つまずきの要因と解決策から見た教育内容

①助走及び踏み切り

「脚が合わず，小股になりリズムよく踏み切

れない」のは，踏み切り手前の助走リズムがで

きていないことによるものと考えられ，３歩あ

るいは５歩での助走リズムの指示によるリズム

感覚が教育内容と考えられた。

「助走が直線的で正面から突っ込む」には，

踏切入射角を小さくすることでクリアランスが

容易になることを理解させ，斜めから弧を描く

ようにという指示や具体的な助走コースをライ

ンやケンステップ等で示すことが必要であると

考えられた。これらは，「踏み切りのタイミン

グがつかめない」というつまずきも連想してい

ると考えられ，リズムをつかみやすい３歩，あ

るいは５歩助走でリズムを習得させる必要があ

る。また，最後の踏み込み一歩が大きくなれば，

後傾した姿勢で踏み切れ，助走で獲得した水平

方向のエネルギーを効率よく鉛直方向へ変換で

きる。したがって，「タ タ タン」あるいは，

「ターン タン タ タ タン」等の助走リズムと，

最後の一歩を大きく踏み込むことが教育内容と

考えられた。

「踏み切り位置の問題」は，助走のリズムと

合わせて，助走開始位置・踏み切り位置を明確

にさせることで解決できる。したがって，自分

にあった助走距離（助走開始位置と踏み切り位

置）の認識が教育内容となる。

「合理的な手脚の動かし方ができない」のは，

はさみ跳び全体の動作イメージがつかめていな

いことによる。すなわち，対処として最も多く

用いられていた，ゴム跳び等で基本動作の確認

をし，あわせて腕を高く振り上げて脚を高く上

げるという指示から，手と脚の合理的な動かし

方が教育内容になると考えられた。

②バークリアランス

「振り上げ・抜き脚のタイミングがつかめず

バーにかかる」というつまずきの状態は，うま

くシザース動作ができていないことによるもの

と考えられる。対処として，ゴム跳び等で基本

動作の確認と１，２のリズムで２段蹴りのよう

にという指示があげられていることから，２段

蹴りのような動作感覚が教育内容と考えられ

た。このことに関わって，着地の恐怖心を取り

除くねらいから，まずは，台上から安全に着地

する動作を習得させる。次に，低い位置（股下

以上）でのゴム跳び等でバークリアランスの動

作感覚をつくる，という運動経過逆行型の指導

（川本・後藤，1995，後藤，2007）が提案されて

いる。

以上のことから，走り高跳びの教育内容は，

図５のようにまとめられると考えられた。

図５　走り高跳びの教育内容
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２．ハードル走

（１）つまずきの要因

図６は，ハードル走でのつまずきの第１要因

ならびに第２要因として指摘された項目の割合

とそれらの合計を示したものである。

第１要因は，抜き脚が35.9％と最も高かった。

第１要因に第２要因としてあげたものを合わせ

ると，抜き脚が67.1％，次いで振り上げ脚56.4％，

インターバル走49.3％といずれも高い割合を示

した。すなわち，この３つの動作項目において，

教師の多くがつまずきを認知していることが認

められた。

（２）第１要因と第２要因の関連性

図７は，つまずきの第１要因の指摘に対する

第２要因の指摘との関連を示したものである。

抜き脚を第１要因にした教師があげる第２要

因は振り上げ脚が59.6％，次いでインターバル

走が29.8％を示した。同様に，振り上げ脚を第

１要因にした教師があげる第２要因は，抜き脚

が58.1％，次いでインターバル走が29.0％を示し

た。また，インターバル走を第１要因にした教

師があげる第２要因は，抜き脚が57.1％，次い

で振り上げ脚が25.7％を示した。

以上のことから，ハードルクリアランス動作

におけるつまずきが多く認知されていることが

認められた。しかし，つまずきの第１要因に対

して，運動経過の前後の動作におけるつまずき

が第２要因として把握されているとは限らず，

運動経過に沿って動作の関連を意識して指導し

ていくことの重要性が示唆された。

（３）教師が認知したつまずきと対処

表２は，ハードル走で教師が認知したつまず

きの状態と対処の記述例をまとめたものであ

る。

抜き脚時のつまずきの内容をみてみると，

「抜き脚が横にならない（56例）」というものが

みられ，対処では動作の確認が多くあげられて

いた。インターバル走時の内容をみてみると，

図６　ハードル走のつまずき要因別の認識率
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図７　ハードル走のつまずきの第１要因と第２要

因との関係

表２ ハードル走で教師が認知したつまずきと対処
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「リズムよく走れない（45例）」というものがみ

られ，対処では個に応じた場の設定が多くあげ

られていた。振り上げ脚時の内容をみてみると，

「まっすぐ上げられない（44例）」というものが

みられ，歩きながらの動作確認という対処が多

くあげられていた。

以上のように，ハードル走では，つまずきの

内容に応じて多様な手立てが記述されている。

現場の教師は，走り高跳びよりもハードル走の

方がつまずきの生ずる要因についての捉えが深

くできており，つまずきの内容に応じて多様に

対処する手立てが準備できているものと推察さ

れた。

（４）つまずきの要因と解決策から見た教育内容

①抜き脚

「抜き脚が横にならない」というつまずきは，

抜き脚の動作感覚ができていないことによるも

のと考えられた。対処として，地面に座っての

動作確認と斜めにしたハードルの上で抜き脚を

滑らせるように回し股を上げるという動作確

認，さらに膝蹴りのようにという指示に合わせ

てハードルの端を使い歩きながら抜き脚の早い

動作感覚をつくる指導があげられている。した

がって，膝蹴りするように脚を横に抜く動作が

教育内容になると考えられた。

②インターバル走

「リズムよく走れない」というつまずきは，

インターバル走のリズム感覚ができていないこ

と・インターバルが歩幅に合っていないことに

よるものと考えられた。対処に，障害走至適条

件早見表（寺坂，1993）等の活用による個に応じ

た場の設定（インターバル・ハードル高）と踏

み切り・着地位置の目印の活用，トン，１，２，

３のリズムで，という指示があげられているこ

とから，インターバル走のリズム感覚・自分に

あったインターバルとハードル高・踏み切り位

置と着地位置の認識が教育内容と考えられた。

③振り上げ脚

「振り上げ脚をまっすぐ上げられない」という

つまずきは，振り上げ脚の動作感覚ができていな

いことと踏み切り位置が近すぎることによるも

ので，足の裏が見えるようにという指示に合わせ

てハードルの端を使い歩きながら振り上げ脚動作

の感覚をつくるという指導があげられている。さ

らに，踏み切り位置の目印やハードルタッチ板

を活用した指導があげられている。したがって，

前から足の裏が見えるようにまっすぐに脚を振り

上げることが教育内容になると考えられた。

以上のことから，ハードル走の教育内容は，

図８のようにまとめられると考えられた。

３．サッカー

（１）つまずきの要因

図８　ハードル走の教育内容
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図９　サッカーのつまずき要因別の認識率
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図９は，サッカーの集団技能ならびに個人技

能のつまずきの要因として指摘された項目のそ

れぞれの割合を示したものである。

集団技能では，団子状態が59.7％と最も高く，

次いで，連携が38.8％を示した。一方，個人技

能では，ボールタッチの42.1％，キック動作の

41.2％が高値を示した。

（２）教師が認知したつまずきと対処

表３は，サッカーで教師が認知したつまずき

の状態と対処の記述例をまとめたものである。

１）集団技能

「ボールに群がり団子状態になる（77例）」

というつまずきがみられ，グリッド制注4）のゲ

ームをする対処が多く記述されていた。連携の

つまずきとして，「プレーに参加できない（30

例）」というものがみられ，グリッド制のゲー

ムやボールに触れる機会を多くする対処が記述

されていた。また，「パスが上手につながらな

い（20例）」というものがみられ，ゲーム人数

を少なくすることによってボールに触れる機会

を多くする等の対処が多くあげられていた。

２）個人技能

ボールタッチのつまずきをみてみると，「ボ

ールをうまく扱えない（25例）」「トラップがう

まくできない（23例）」というものがみられ，

それぞれ基本練習を行うという対処が多くあげ

られていた。また，キック動作のつまずきをみ

てみると，「大きな動作でしっかりキックがで

きない（47例）」というものがみられ，これも

基本練習を行うという対処が多くあげられてい

た。

（３）つまずきの要因と解決策から見た教育内容

１）集団技能

①団子状態

ボールに群がり団子状態になるのは，戦術行

動の理解不足とその実行能力の低いことが生起

させていると考えられた。その対処に，グリッ

ド制のゲームをする（18例）がもっとも多く認

められた。しかし，このようなコートを地理的

に分離する方法は連携的なプレーの出現を制約

するので戦術行動を学ぶことができない（中西

ほか，2004）。また，「団子状態」を解消させる

方法は，プレーヤーにとって，「なぜ広がるの

か」「どこへ動けばよいのか」という「時・空

間」の認知に働きかけるものや，作戦を遂行す

るための基本技術を身につけさせるものや，こ

れらのことが上手にできるような身体操作能力

の向上が図れるものが望ましいとしている。し

たがって，個人の役割とチームの作戦を明確に

し基本的な戦術行動を身につけさせることが教

育内容となる。中西ら（2004）は，バスケット

ボールの実践において，コート上に動ける範囲

を何ら制限しなくとも団子状態を解消させる方

法原理としてビッグゴール制の有効性を実証し

ている。したがって，バスケットボールと同様

の戦術課題を有するサッカーにおいても，ビッ

グゴール制の課題ゲームが有効と考えられた。

②連携

プレーに参加できない・パスが上手につなが

らないというつまずきも，団子状態と同様に，

戦術行動への理解とその実行能力が低いことに

表３　サッカーで教師が認知したつまずきと対処
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起因していると考えられた。プレーに参加でき

ないに対する対処は，グリッド制のゲームをす

る，ボールに触れる機会を多くする（パス・ド

リブル基本練習）が４例みられた。また，パス

が上手につながらないに対しては，ボールに触

れる機会を多くする（パス，ドリブルの基本練

習）が８例で，最も多くみられた。また，いず

れの対処としても，役割・作戦の明確化，少人

数でのゲームが３例みられた。これらは，課題

ゲームを少人数で行わせることで役割や作戦を

明確化するとともに，ボールに触れる機会を保

障したいと企図されたものである。

ところで，前述したように，サッカーやバス

ケットボールの攻防相乱型シュートゲームで

は，ディフェンスは，シュートやボールを運ぼ

うとする線上をおさえようとする。それに対し，

オフェンスは，横パスやドリブルでシュートや

パスコースを創出しようとする。すなわち，

「ズレを創出して突くパス（シュート）を入れ

る」が具体的な運動課題となり，これが，サッ

カーやバスケットボールの中核的な教育内容と

捉えられる。

２）個人技能

①ボールタッチ

ボールをうまく扱えない・トラップがうまく

できないというつまずきの状態に分類された。

これらの個人技能のつまずきは，集団技能の

つまずきの基底的要因になると考えられる。し

たがって，個人技能を身に付けることは，結果

的に集団技能のつまずきを解決することにな

る。すなわち，ボール操作（キック・トラッ

プ・ドリブル等）が教育内容になると考えられ

る。

また，ボディーバランスは，片足で身体を支

え他方の足でボールを操作することの多いサッ

カーで特に重要視されるもので，基本技術を支

える基礎と考えられる（後藤，1994）ことから

教育内容と考えられる。

②キック動作

大きな動作でしっかりキックができないとい

うつまずきは，インステップキックとインサイ

ドキックの両方に共通するものであった。サッ

カーの基本技術の中でもインステップキックと

インサイドキックはゲームにおける使用頻度が

高いことから，重要な教育内容の一つになると

考えられた。

多かった対処法は，パス・シュートの基本練

習が24例で，的当てゲームが７例みられた。こ

れらの対処は，キック動作に慣れさせ正確にボ

ールを蹴ることができるようにさせようとした

ものである。したがって，正確なキック動作が

頻出するように仕組まれたドリルゲームや課題

ゲームによる指導が効果的と考えられる。

以上のことから，サッカーの教育内容は，図

10のようにまとめられると考えられた。

４．バスケットボール

（１）つまずきの要因

図11は，バスケットボールの集団技能ならび

に個人技能のつまずきの要因として指摘された

項目のそれぞれの割合を示したものである。

集団技能では，「連携」が52.0％と最も高く，

次いで「団子状態」が30.4％を示した。サッカ

ーと同様に，集団技能においては，「連携」と

「団子状態」についてのつまずきを多くの教師

が認知していた。すなわち，ボールゲームの集

団技能の２大つまずき要因は，「団子状態」と

「連携」であるが，サッカーでは前者が，バス

ケットボールでは後者の方の多いという特徴が

認められた。

一方，個人技能では，「ドリブル」が30.9％と

最も高く，次いで「シュート」が21.8％，「パス」

が19.1％を示した。

図10 サッカーの教育内容
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（２）教師が認知したつまずきと対処

表４は，バスケットボールで教師が認知した

つまずきの状態と対処の記述例をまとめたもの

である。

１）集団技能

連携のつまずきの内容をみてみると，「パス

が上手につながらない（33例）」「プレーに参加

できない（32例）」がみられ，ルールの改変等

の対処があげられていた。また，「ボールに群

がる（38例）」というものがみられ，役割・作

戦の明確化等の対処があげられていた。

２）個人技能

「ドリブルがうまくできない（34例）」とい

うつまずきがみられ，基本練習を行う等の対処

があげられていた。また，「シュートがうまく

できない（14例）」「ドリブルシュートができな

い（10例）」というものがみられ，基本練習や

踏み切りのリズム感覚づくり等の対処があげら

れていた。さらに，「パスがうまくできない

（21例）」というものがみられ，基本練習等の対

処があげられていた。

（３）つまずきの要因と解決策から見た教育内容

１）集団技能

①連携

パスが上手につながらない・プレーに参加で

きない，というつまずきは，サッカーの場合と

同様に，いずれも戦術行動の理解不足とその実

行能力の低いことに起因している。これらに対

する対処は，ともに，ルールの改変（ドリブル

の制限，パスの回数指定）が最も多くみられた。

これは，ドリブルの制限やシュートまでのパス

回数を指定することによって，パスを多く出現

させようと企図されたものと思われるが，ドリ

ブルを制限することは，必然的にボール保持者

をマークする必要性を減少させ，ディフェンス

に，容易にパスコースを防ぐことのできる状況

を生起させる。したがって，ドリブルを制限す

るルールの改変は，パスを増加させようと企図

団
子
状
態 

連
携 

判
断 

攻
守
の
切
替 

心
理
的 

そ
の
他 

ボ
ー
ル
タ
ッ
チ 

キ
ャ
ッ
チ 

シ
ュ
ー
ト 

パ
ス 

ド
リ
ブ
ル 

心
理
的 

そ
の
他 

図11 バスケットボールのつまずき要因別の認識率

表４バスケットボールで教師が認知したつまずきと対処
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したものではあるが，戦術学習上全くナンセン

スなものである。また，パス回数を指定するル

ールは，触球回数を増やす効果を期待したもの

と考えられるが，パスの持つ機能注5）を学習さ

せることができない。したがって，サッカーと

同様に，個人の役割とチームの作戦を明確にし

基本的な戦術行動を身につけさせることが教育

内容となる。その対処として，ルールの改変

（複数ゴール制・ビッグゴール制）と少人数の

ゲーム等が有効と考えられた。

また，先行研究（後藤ほか，2000）で明らか

にされているように，パス・シュート・ドリブ

ル・キャッチの個人技能を高めていくために

は，バスケットボールの基礎技術と捉えられる

ピボット動作の習熟が必要で重要な教育内容に

なる。

②団子状態　

ボールに群がり団子状態になるというつまず

きも，戦術行動への理解とその実行能力が低い

ことに起因している。したがって，連携のつま

ずきとも関わって基本的な戦術行動を理解させ

身に付けさせることが重要と考えられる。

団子状態のつまずきに対して最も多かった対

処は，役割・作戦の明確化の13例であった。こ

れは，チーム内での作戦を明確にさせることや

教師の指示，また少人数でゲームをさせること

で，団子状態を解消させようとしたものと思わ

れる。しかし，技能レベルの低い児童は戦術に

対する認識も低いと考えられ，必然的にチーム

の作戦も具体性に欠けた，いわゆるスローガン

的なものになってしまう可能性が高い。したが

って，攻防相乱型シュートゲームの，「ズレを

創って，突くパス（シュート）を入れる」とい

う運動課題から導き出される，具体的な基本戦

術を教師が明確に指導する必要性がある。すな

わち，オフェンスは，ゴールとボールを結ぶ線

上にディフェンスを置かない。一方，ディフェ

ンスは，ゴールとオフェンスの一直線上にポジ

ションをとることが基本であるということを，

パスの機能と種類注5）と対応させて，状況に応

じて具体的に教えることが大切であると考えら

れた。

ところで，ボールゲームの集団技能の２大つ

まずき要因は，「団子状態」と「連携」であっ

た。しかし，サッカーでは前者が，バスケット

ボールでは後者の方の多いという特徴が認めら

れた。両種目の内実は同じであるにも関わらず，

つまずきの捉え方に違いが見られるのは，サッ

カーがボールを保持できないのに対して，バス

ケットボールはボールを保持できるという種目

の特性が影響しているものと考えられた。

２）個人技能

①ドリブル

ドリブルがうまくできないというつまずき

は，ボールの操作能力の未習熟によるものと考

えられた。バスケットボールの基本技術は，パ

ス・ドリブル・シュート・キャッチであり，そ

れらを支える基礎技術としてピボットがある。

また，それらの基礎・基本技術の基底がボディ

ーバランスである。したがって，基礎技術のピ

ボットを中核に，基本技術のパス，ドリブル・

シュート・キャッチを身に付けさせることが教

育内容になると考えられた。

回答で多くみられた対処は，ドリブルの基本

練習（触球回数を多くさせる）が20例，ボール

操作のドリルゲーム（リレー・競走・手まり歌）

が９例であった。しかし，ピボットに関する記

述は見当たらなかった。このことは，ドリブル

とピボットの関連性があまり認識されていない

ことを示唆するものである。このことに対して，

ピボット・ボールタッチ・ドリブルの基本練習

やドリルゲームやピボットで相手をかわしドリ

ブルをする動作が頻出するように仕組まれた課

題ゲーム（後藤ほか，2006）を通して，ボール

に触れる機会を多くさせる指導が提案されてい

る。

②シュート　

シュートがうまくできない・ドリブルシュー

トができない，のつまずきの状態に分類された。

シュートがうまくできないというつまずき

は，高い位置に水平にあるゴールに山なりのシ

ュートが打てずゴールできないものであった。

このことから，シュートの軌跡についての理解
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が教育内容になると考えられ，時空間認知能力

を高めるような予備運動を取り入れた指導が必

要となろう。具体的には，ゴール下からトスア

ップしたボールをキャッチさせ，そこからピボ

ットして反転シュートさせるスキルウォームア

ップ等である。

ドリブルシュートができないというつまずき

は，ドリブルとジャンプの踏み切りのリズム調

整がうまくできていないことによるものと考え

られ，教えなくてはならない内容と考えられた。

対処として，ボール無しで・ボールを持ってド

リブルなしで・ボールを前方に投げてそれを受

けて・仲間からパスを受けて・ドリブルしなが

らシュートする，というスモールステップの原

理に則った段階的な指導があげられている。

③パス　

パスがうまくできないというつまずきは，ボ

ールの操作能力の未習熟と戦術行動への理解が

低いことに起因していると考えられる。対処は，

パスの基本練習（触球回数を多くさせる）が12

例，ピボットの基本練習（かわす動きを身につ

けさせる）が３例，パスのドリルゲームが３例，

相手の胸めがけてパスしようと敵と味方が重な

っていない所を探そうという指示，柔らかくつ

かみやすいボールの活用がそれぞれ１例認めら

れた。ゲーム状況に最も適した「パス」を具体

的に指示して，場合によってはゲームを中断し

ながら説明することも必要と考えられた。

また，ピボット動作が上手なものほどパスの

正確性が高いという先行研究（後藤ほか，2000）

の結果から，ピボットとパスの練習を組み合わ

せて行うドリルゲームも一つの対処法になる。

以上のことから，バスケットボールの教育内

容は，図12のようにまとめられると考えられた。

Ⅴ．まとめ

教師が認知するつまずきの内容から，それぞ

れの種目で重要と考えられる教育内容を見出そ

うとした。その結果，重要と考えられた教育内

容は次のように押さえられた。

（１）走り高跳び

①助走（助走リズム感覚，斜めから弧を描くよ

うな助走）

②踏み切り（最後の踏み込みの一歩を大きくし

後傾した姿勢での踏み切り，手と脚の合理的な

動かし方）

③バークリアランス（安全な着地動作，２段蹴

りのような感覚によるシザース動作）

（２）ハードル走

①インターバル走（リズム感覚，自分にあった

インターバルとハードル高の認識，踏み切り位

置，着地位置）

②振り上げ脚（前から足の裏が見えるようにま

っすぐ振り上げる）

③抜き脚（膝蹴りするように脚を横に抜く動作）

（３）サッカー

①集団技能（ズレを創出して突くパスを入れる，

シュートやボールを運ぼうとする線上をおさえ

る，戦術行動の理解，役割や作戦の明確化）

②個人技能（ボディバランス，ボールに衝撃を

加える身体部位や加える力の程度，並びに方向

を変化させてのキック操作）

（４）バスケットボール

①集団技能（ズレを創出して突くパスを入れる，

シュートやボールを運ぼうとする線上をおさえ

る，戦術行動の理解，役割や作戦の明確化）

②個人技能（ボディバランス，ピボット動作，

パス，ドリブル，シュート，キャッチ，山なり

の軌跡を描くシュート）

注

注１）本研究においては，教育の立場から選ば

れた運動文化としての運動種目は，「教育素材」，

習得されるべき教育内容を含み持ち，子どもの

図12 バスケットボールの教育内容
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主体的な諸条件に適合させ，学習意欲を喚起す

るように仕組まれた教授・学習活動の直接の対

象となるものを「教材」と考えている（岩田，

2002）。

注２）「よい体育授業」：子どもたちが主体的

に学び，確かな学力を身に付け，その結果，授

業が好きになる，子どもの評価の高い授業のこ

とを言う。

注３）学習者が身体運動やスポーツ活動を行っ

ている際の大脳皮質場（感覚・知覚―認知・思

考―理解・判断）における一連の情報処理能力

の総称。

注４）コートを対角に２つに，あるいは，縦や

横に２つや３つに分け，そこを自由に行き来で

きないルールでゲームを行う方法である。

注５）パスの機能と種類：パスの機能は，①運

ぶ②ズレを創る（横パス）③突く（縦パス，極

致はシュート）であり，種類は，①ゴールへの

パス（シュート）②自分へのパス（ドリブル）

③味方へのパス（一般的にパスといわれている

もの）④ゾーンへのパス（クリアー，サッカー

にはあるがバスケットにはない）である。この

ようなパスの捉え方が，ゲームの本質や判断力

を高める上で重要と考えられる。
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